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 まちづくり
施
政
方
針
（
要
約
）

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で

あ
る
、
第
５
次
総
合
計
画
の
都
市

像
は
「
人
が
輝
き
、
海
が
育
む
、

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
大
洗
」で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
し
て

「
町
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
自
然
と
共
生
し
、
海

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
支

え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」、「
地
域
を
支
え
る
人

と
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の

４
つ
の
大
き
な
柱
を
掲
げ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
町
政
運
営
の

重
点
的
な
取
り
組
み
は
、
町
民

に
と
っ
て
新
し
い
豊
か
さ
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
観
光
立
町
の

推
進
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
」、「
教
育
力
と
人
材
育
成
」

の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
町
民
の
皆
様

と
一
体
に
な
っ
て
、
そ
の
目
標
の

達
成
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

歳
入
の
柱
と
な
る
町
税
収
入

は
、
景
気
の
後
退
に
よ
る
法
人
町

民
税
の
落
ち
込
み
や
、
償
却
資
産

の
減
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
収

が
影
響
し
て
、
前
年
度
に
比
し

４
，
２
８
０
万
円
減
の
30
億
４
，

２
１
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
は
臨
時
財

政
対
策
債
と
合
わ
せ
た
実
質
的
地

方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）
と
し

て
、
１
億
６
，
５
０
０
万
円
増
の

10
億
７
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

繰
入
金
は
、
学
校
施
設
整

備
基
金
を
柱
と
し
、
３
億
１
，

８
６
０
万
円
増
の
４
億
３
，

５
１
１
万
円
。　

　

町
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

や
町
営
住
宅
建
設
債
、
街
路
整

備
事
業
債
、
庁
舎
空
調
設
備
改

修
事
業
債
、
学
童
施
設
建
設
債
な

ど
、
６
億
１
，
７
５
０
万
円
増
の

予
算
編
成
の
基
本
方
針（
施
政
方
針
よ
り
要
約
）

会計別予算額
会計名 金額 増減（昨年比）

一般会計 84億 6,199万円 19.0%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 22億6,618万円 0.0%

老人保険特別会計 217万円 -65.4%

後期高齢者医療特別会計 1億6,305万円 -2.7%

介護保険特別会計 12億9,861万円 8.1%

公共下水道事業特別会計 5億8,570万円 -21.1%

地方卸売市場事業特別会計 569万円 4.6%

公園墓地事業特別会計 1,498万円 -1.1%

公平委員会特別会計 816万円 3.3%

水道事業会計 6億8,706万円 -1.4%

小計 50億 3,159万円 -1.5%

合計 134億 9,359万円 10.4%

9,359万円

歳　入

財産収入
繰越金
地方譲与税
ゴルフ場利用税交付金
地方特例交付金　　　  
自動車取得税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

１．６％（１億３，２９０万円）
１．２％（１億　５００万円）
０．６％（　　５，３３０万円）
０．５％（　　４，０００万円）
０．２％（　　１，９３０万円）
０．１％（　　１，２２０万円）
０．１％（　　　６４０万円）
０．０％（　　　３２０万円）
０．０％（　　　２００万円）
０．０％（　　　１００万円）
０．０％（　　　　８０万円）

町税
３６．０％
（３０億４，２１６万円）

国庫支出金
１７．７％
（１４億９，４２８万円）

町債
１１．７％
（９億８，８００万円）

地方交付税
８．０％
（６億７，８９０万円）

県支出金
６．１％
（５億１，３１４万円）

繰入金 ５．１％
（４億３，５１０万円）

分担金及び負担金
１．９％
（１億５，９７５万円）

諸収入 ３．３％
（２億８，１９８万円）

使用料及び手数料
３．８％
（３億１，８５８万円）

歳　入

歳　入
８４億６，１９９万円

地方消費税交付金
２．１％
（１億７，４００万円）
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夢と希望が持てる 

続
き
無
料
と
し
、
生
活
習
慣
病
の

有
効
率
や
予
備
群
の
減
少
、
疾
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め

ま
す
。

　

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
無
料
化
の
支
給
対
象
を
未
就

学
児
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
に
拡

大
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
単
独
で

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
ま
で

の
児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
、
入
院

費
の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
は
、
引
き
続
き
対

象
者
を
満
３
歳
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
と
し
て
事
業
を
継
続
し
ま

す
。
更
に
、
お
た
ふ
く
風
邪
及
び

水
ぼ
う
そ
う
予
防
接
種
の
一
部
助

成
に
つ
い
て
も
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
が
出
産
ま
で
に
病

院
等
で
受
け
る
健
康
診
査
料
の
一

部
助
成
の
回
数
を
、
昨
年
に
引
き

続
き
14
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

児
童
福
祉

　

児
童
の
放
課
後
の
安
全
確
保
や

健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
放
課
後
子

ど
も
教
室
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
磯
浜
小
学
校
と
祝
町
小
学

校
の
統
合
に
よ
る
新
校
舎
建
築
工

事
に
合
わ
せ
併
設
学
童
施
設
の
建

設
に
着
工
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
通
じ
て
働
く
場
の
確
保
や
、

障
害
者
自
身
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
社
会
参
画
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
難
病
患

者
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
、地
域
、

行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
へ

の
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

９
億
８
，
８
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
健
全
財
政
を
堅
持

し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
や
社
会
保

障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
歳
出
経
費
の
抑
制
を

図
り
ま
す
。

　

主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

医
療
福
祉

　

医
療
保
険
者
へ
の
特
定
検
診
等

の
義
務
化
に
伴
う
受
診
料
を
引
き

安
心
し
て
健
や
か
に

 

暮
ら
せ
る
ま
ち

健康・福祉の主な事業
1医療福祉 1億 1,331万円
2児童福祉 5億 2,283万円
3障害者福祉事業 2億 9,946万円
4児童手当・子ども手当　2億8,877万円
5高齢者福祉事業　　 6,983万円
6予防接種事業 1,905万円

新年度予算134億　

歳　出

一般会計歳入・歳出予算のあらまし

農林水産業費
２．３％
（１億９，１８５万円）商工費

３．５％
（３億３０万円）

消防費
３．８％
（３億１，７７０万円）

総務費
１５．６％
（１３億１，９７９万円）

公債費
７．７％
（６億５，２９５万円）

土木費
１５．２％
（１２億８，６１１万円）

衛生費
７．２％
（６億７５４万円）

教育費
１６．２％
（１３億７，４４６万円）

 

民生費
２７．２％
（２３億３８３万円）

歳　出
議会費
予備費
労働費

１．２％（９，７４３万円）
０．１％（１，０００万円）
０．０％（　　　３万円）

歳　出
８４億６，１９９万円
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学
校
教
育

　

指
導
室
充
実
の
た
め
に
派
遣
指

導
主
事
を
２
名
に
増
員
し
、
さ
ら

に
（
仮
）
大
洗
町
教
育
セ
ン
タ
ー

を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
適

応
時
児
童
生
徒
へ
の
援
助
、
指
導

や
児
童
生
徒
や
保
護
者
等
へ
の
教

育
相
談
等
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
磯
浜
小
学
校
・
祝
町
小

学
校
統
合
に
よ
る
新
校
舎
建
設
費

と
磯
浜
小
学
校
体
育
館
改
修
の
た

め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
際
交
流

　

４
月
に
学
生
５
人
を
含
む
９
名

の
方
が
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
ニ
ー

シ
ョ
ー
ピ
ン
市
よ
り
来
町
し
交
流

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
一

昨
年
同
様
10
名
の
生
徒
を
ニ
ー

シ
ョ
ー
ピ
ン
市
へ
派
遣
し
ま
す
。

幼
児
教
育

　

就
学
前
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼

稚
園
・
保
育
園
等
で
の
団
体
生
活

や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
検
診

等
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
〝
気
に

な
る
子
〞
の
発
見
と
学
校
と
の
連

携
の
た
め
の
支
援
を
継
続
し
ま

す
。 人

と
文
化
を
育
む

 

い
き
が
い
の
ま
ち

環
境
対
策

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
や
家
庭

用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援

補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
に
取
り
組

み
、
住
民
の
意
識
高
揚
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
つ
い

て
は
、ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
な
ど
、

具
体
的
に
で
き
る
エ
コ
か
ら
推
進

し
ま
す
。

ご
み
対
策

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に
関

す
る
知
識
と
実
践
が
浸
透
し
て
お

り
ま
す
が
、
循
環
型
地
域
社
会
を

構
築
す
る
た
め
引
き
続
き
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
等
の
ク
リ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
そ

の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯

　

地
域
住
民
の
自
主
的
な
防
犯
活

動
や
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
、

交
通
安
全
協
会
や
防
犯
連
絡
員
等

の
関
係
団
体
と
、
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
と
と
も
に
、
警

察
と
の
連
携
を
強
め
て
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

自
然
環
境
と
共
生
し

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

生
涯
学
習

　

生
ま
れ
育
っ
た
大
洗
に
愛
着
と

誇
り
を
持
ち
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
自
立
し
、
自
分
ら
し
さ
を
大
切

に
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
生
涯
を
通
じ

て
学
べ
る
機
会
の
提
供
と
学
習
の

成
果
が
活
用
さ
れ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
こ
れ
を
基
本
と
し
、

学
習
の
原
点
と
な
る
家
庭
教
育
の

支
援
や
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち

の
生
き
る
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

体
験
活
動
事
業

　

通
学
合
宿
や
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
し
た
北
海
道
洋
上
体
験
学

習
事
業
、
栃
木
県
茂
木
町
の
子
ど

も
た
ち
と
の
海
っ
子
山
っ
子
交
流

事
業
な
ど
、
引
き
続
き
展
開
し
ま

す
。

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
や
、
体

育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
夢

tow
n

大
洗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
支
援
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

芸
術
文
化

　

町
の
歴
史
遺
産
で
あ
る
日
下
ヶ

塚
古
墳
や
車
塚
古
墳
、
磯
浜
海
防

陣
屋
跡
に
関
し
、
史
跡
と
し
て
国

指
定
を
目
指
す
た
め
、
雑
草
雑
木

伐
採
及
び
測
量
調
査
を
継
続
し
ま

す
。生涯学習・教育分野の主な事業

1友好都市青少年交流事業 823万円
2大洗町教育センター設置事業 448万円
3磯浜小学校改築事業　7億8,009万円
4社会人ＴＴ配置事業 2,014万円
5北海道洋上研修事業 6,700万円
6古墳群・海防陣屋国指定化事業 1,044万円

消
防
・
救
急

　

火
災
に
よ
る
生
命
財
産
を
守
る

た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
促
進
し
、
尚
一
層
住
宅
火
災

の
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
か
ら
茨
城
県

が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
運
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
救
命
率
向
上
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、引
き
続
き
、

救
急
搬
送
患
者
の
円
滑
な
受
け
入

れ
が
図
れ
る
よ
う
、
医
療
機
関
と

の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

防
災

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
り
防
災
意
識
の
普
及

に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
被

害
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
組
み
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
体
制
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
安
全
協
定
に
基
づ
き

茨
城
県
や
各
原
子
力
機
関
と
連
携

し
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
り
、
町
民
の
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

く
ら
し

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
誰
も

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
引
き

続
き
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
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や
相
談
窓
口
と
し
て
運
営
し
ま

す
。生活・環境の主な事業

1地球温暖化対策事業 225万円
2ゴミ減量化促進事業　2,421万円
3交通安全・防犯事業 771万円
4原子力防災通信ネットワーク整備等事業 393万円
5新規採用消防職員初任科研修 83万円
6消費生活センター設置事業 216万円

観
光
の
振
興

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
と
と
も
に
、
水
戸
藩
開
藩

４
０
０
年
の
記
念
事
業
を
展
開
す

る
水
戸
市
や
笠
間
市
な
ど
の
周
辺

市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
広
域
観
光
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
街
中
で
の
ワ
ン
コ
イ

ン
ツ
ア
ー
を
始
め
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
史
跡
や
名
勝
を
案

内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
を
支
援
し
、
お
も
て
な
し
観
光

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

活
力
と

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち

上
下
水
道
事
業

　

上
水
道
は
、
老
朽
化
し
た
施
設

へ
の
対
応
や
石
綿
管
の
計
画
的
な

更
新
に
努
め
、
安
全
で
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
提
供
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
衛
生
的
な
生

活
環
境
や
海
域
の
水
質
保
全
と
下

水
道
事
業
の
経
営
安
定
化
の
た

め
、
下
水
道
の
速
や
か
な
接
続
の

理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
水
洗

化
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

道
路
整
備

　

安
全
で
安
心
な
町
道
環
境
を
確

快
適
な
生
活
空
間
の
ま
ち

対
話
と
協
働

　

広
報
や
公
聴
活
動
を
充
実
さ

せ
、
情
報
の
共
有
と
町
民
の
皆
様

と
の
対
話
の
場
を
積
極
的
に
設
け

ま
す
。

　

こ
の
困
難
な
時
代
こ
そ
、
地
域

が
自
ら
考
え
、主
体
的
に
行
動
し
、

そ
の
行
動
と
選
択
に
責
任
を
負
う

「
地
域
の
自
立
」
と
町
民
と
行
政

が
共
に
汗
す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
る
ま
ち

保
す
る
た
め
、
町
道
等
の
改
修
事

業
及
び
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
の
外
周
道
路
の
改
良
工
事
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
地
方
道
大
洗
友
部

線
の
夏
海
地
区
バ
イ
パ
ス
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
と
工
事

の
更
な
る
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
県

に
対
し
要
望
し
ま
す
。

住
宅

　

二
葉
地
区
新
町
営
住
宅
の
建
設

に
着
工
し
ま
す
。
ま
た
、
地
震
に

対
す
る
木
造
住
宅
の
安
全
性
に
確

保
を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
診
断

士
を
派
遣
し
ま
す
。

港
湾
整
備

　

大
洗
港
に
お
い
て
は
、内
航
フ
ェ

リ
ー
と
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
対
応

で
き
る
機
能
の
拡
大
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
観
光
港
と
し
て
位

置
づ
け
、
背
後
施
設
と
一
体
と
な
っ

た
賑
わ
い
空
間
「
み
な
と
オ
ア
シ

ス
」
が
創
出
で
き
る
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
港
湾
地
区
の
賑
わ
い

を
町
全
体
の
賑
わ
い
に
な
る
よ
う

取
組
み
ま
す
。

都市整備の主な事業
1上水道配管設備改良事業 9,592万円
2下水道管渠整備 1億 4,300万円
3町道及び排水整備事業　2億8,935万円
4二葉地区新町営住宅建設事業 4 億 6,249万円
5若見屋平戸線整備事業 1億 3,581万円
6大洗港建設事業 1,000万円

農
業
の
振
興

　

地
産
地
消
の
推
進
と
し
て
、
日

の
出
米
や
ニ
ラ
、
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

な
ど
の
地
場
産
品
を
地
元
旅
館
等

で
の
利
用
促
進
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の

観
光
農
園
と
観
光
事
業
の
連
携
に

よ
り
、
新
た
な
地
場
産
品
を
来
遊

客
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

漁
業
の
振
興

　

魚
価
の
安
定
と
付
加
価
値
を
付

け
る
た
め
、
地
元
で
の
消
費
拡
大

を
目
指
し
た
観
光
産
業
と
の
連
携

と
、
漁
業
経
営
安
定
の
た
め
の
水

産
資
源
保
護
培
養
事
業
へ
の
支
援

や
、
未
利
用
水
産
源
の
活
用
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

水
産
加
工
業
の
振
興

　

事
業
所
間
の
連
携
強
化
の
も
と

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
れ
る
よ

う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
設
備
投
資
や
原
料
魚
購
入
の
た

め
の
制
度
資
金
の
借
入
れ
に
対

し
、
利
子
補
給
に
よ
り
支
援
し
ま

す
。

産業・観光の主な事業
1年間イベント事業補助金　2,200万円
2観光振興人材育成雇用事業 750万円
3海水浴事業 5,837万円
4水産加工業の振興 515万円
5明日を担う近代農業改革支援事業補助金 1,407万円
6農業生産基盤整備事業 1,218万円
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■行政職
○課長級
新所属課 職　　　　名 氏　名

総務課 総務課長 花井　幸男
国保・年金課 国保・年金課長 永山　光正
健康増進課 健康増進課長 田中　重毅
都市建設課 参事 (都市開発総括 ) 稲垣　慈久
都市建設課 都市建設課長 坂本　泰敏
上下水道課 上下水道課長 仲島　茂成
商工観光課 商工観光課長 田山　祐一

○課長補佐級
新所属課 職　　　　名 氏　名

福祉課 課長補佐兼子育て支援係長 関根　明敏
福祉課 課長補佐兼介護保険係長 納　　久士
都市建設課 課長補佐兼建設管理係長 丸山　幸一
都市建設課 課長補佐兼地籍調査係長 美ノ辺　潔
上下水道課 課長補佐兼下水道施設係長 横田　　孝

○係長級
新所属課 職　　　　名 氏　名

町長公室 おもてなしコミュニティ推進係長 米川　英一
税務課 係　　長 近藤　礼子
福祉課 係　　長 小沼　玲子
健康増進課 健康増進係長 本城　正幸
会計課 会計係長 海野ろくえ
学校教育課 学校教育係長 中崎　亮二
生涯学習課 主査兼文化振興係長 柳田　雄作

○一般職級
新所属課 職　　　　名 氏　名

財務課 主　　任 雲井　真巳
農林水産課 主　　任 横田　美枝
健康増進課 主　　任 坂本　美樹
都市建設課 技　　師 米川　景介
学校教育課 主　　任 永山　友和
税務課 主　　事 坂本　武蔵
生活環境課 主　　事 藤沼　佑介
上下水道課 主　　事 清水　修平
会計課 主　　事 磯崎　邦仁
総務課 主　　任 前提　時子
総務課 主　　任 清宮　由香

○新規採用職員
新所属課 職　　　　名 氏　名

住民課 主　　事 坂本　洋也
国保・年金課 主　　事 田山　敏広

■消防職
○課長級
新所属課 職　　　　名 氏　名

消防総務課 消防次長兼消防総務課長 佐久間義友
火災警防課 火災警防課長 関根　政起
消防署 消防署長 平山　順一

平成22年４月１日付け人事異動
○課長補佐級
新所属課 職　　　　名 氏　名

消防総務課 課長補佐 菅谷　惣衛
火災警防課 課長補佐 (火災予防担当） 山本大二朗
火災警防課 課長補佐 (警防救急担当） 松澤　洋治
消防署 第１係副署長 庄司　政夫
消防署 第１係副署長 田山　圭佐
消防署 第２係副署長 清光院源次
消防署 第２係副署長 米川　博喜

○係長級
新所属課 職　　　　名 氏　名

消防総務課 消防総務係長 髙野橋　実
火災警防課 火災予防係長 内藤　彰博
火災警防課 警防救急係長 関　　安雄
消防署 第１係総括係長 関根　敏明
消防署 第２係総括係長 矢作　由之
消防署 第１係訓練企画係長 田山　　武
消防署 第２係訓練企画係長 柳橋　芳男
消防署 第１係通信指令係長 五上　好一
消防署 第２係通信指令係長 大谷　純一
消防署 第１係機械装備係長 米川　英雄
消防署 第２係機械装備係長 杉山　守正
消防署 第１係救助係長 大山　隆徳
消防署 第１係救急係長 二階堂　均
消防署 第２係救急係長 大貫　有樹

○一般職級
新所属課 職　　　　名 氏　名

消防署 第１係救助係主任 宮内　秀樹
消防署 第２係救助係主任 福田東一郎
消防署 第１係機械装備係主任 一家　英晃
消防署 第１係救急係主任 布瀬　直人
消防署 第２係訓練企画係主任 米川　修市
消防署 第２係救急係主事 秋山　泰教
消防署 第２係機械装備係主事 小野瀬秀聡
消防署 第１係訓練企画係主事 中村　忠文
消防署 第１係訓練企画係主事 小沼　信一
消防署 第２係訓練企画係主事 小沼　弘嗣
消防署 第１係機械装備係主事 柴　　竜也
消防署 第２係機械装備係主事 清水　勝宏
消防署 第２係救助係主事 高崎　真司
消防署 第１係通信指令係主事 荘司　勇貴
消防署 第２係通信指令係主事 羽石　直城

○新規採用職員
新所属課 職　　　　名 氏　名

消防総務課 消防士 増田　裕太

■平成21年度末退職者
所属課 職　　　　名 氏　名

総務課 総務課長 荷口　　孝
商工観光課 商工観光課長 佐久間伸水
税務課 係　　長 倉田　雅子
税務課 係　　長 田山　裕子
税務課 係　　長 江橋　明美
福祉課 係　　長 宮崎　倫子
福祉課 主　　幹 阿部　幸子
都市建設課 建築専門担当主査 檜山　清隆
会計課 会計係長 吉川　たけ
生涯学習課 主査兼文化振興係長 小沼　博美
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　観光立町を目指すため、行政、観光事業者、観光関係団体、町民がそれぞれの役割を認識し温かな気持
ちで人と人とのふれあいを広める「おもてなし町民運動」の展開と地域社会を支えている住民同士の結び
つきを強め、互いに助け合う地域づくりを行う「おもてなしコミュニティ推進係」を新設いたしました。

大洗町行政機構図

青少年センター
教育センター

消防総務係
火災予防係
警防救急係
第１係
第２係

おもてなしコミュニティ推進係

消防総務課

火災警防課
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１

　

農
地
法
に
基
づ
く
手
続
き

　

次
の
場
合
、
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

・
農
地
法
第
３
条
の
許
可
申
請

　

 

農
地
を
農
地
の
ま
ま
所
有
権
及
び

賃
貸
借
、
使
用
貸
借
す
る
場
合

・
農
地
法
第
４
条
の
転
用
届
出

　

 

所
有
者
が
市
街
化
区
域
内
の
農
地

を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合

・
農
地
法
第
５
条
の
転
用
届
出

　

 

所
有
者
以
外
の
も
の
が
市
街
化
区

域
内
の
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用

し
、
併
せ
て
所
有
権
移
転
、
賃
貸

借
、
使
用
貸
借
権
な
ど
の
権
利
移

動
が
伴
う
場
合

・
農
地
法
第
４
条
の
転
用
許
可
申
請

　

 

所
有
者
が
市
街
化
調
整
区
域
内
の

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
場

合
・
農
地
法
第
５
条
の
転
用
許
可
申
請

　

 

所
有
者
以
外
の
も
の
が
市
街
化
調

整
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外
に

転
用
し
、
併
せ
て
所
有
権
移
転
、

賃
貸
借
、
使
用
貸
借
権
な
ど
の
権

利
移
動
が
伴
う
場
合

５　

経
営
農
地
下
限
面
積
の
見
直
し

　

農
地
の
取
得
要
件
と
し
て
、
今
ま

で
40
ａ
で
あ
っ
た
最
低
経
営
面
積
の

下
限
が
平
成
21
年
12
月
15
日
よ
り
50

ａ
に
見
直
し
と
な
り
ま
し
た

６問
合
せ
／
農
業
委
員
会
（
内
線
３
４
１
）

新しい農地法が
スタートしました
新しい農地法が
スタートしました

　新たな農地制度は、「これ以上の農地の減少を食い止め、農
地を確保する」とともに、「農地の賃借を行ないやすくして、
農地を最大限利用する」ことをねらいとしています。

６つの改正のポイントをお知らせします

　大洗町の海外友好都市スウェーデン王国ニー
ショーピン市から、中高生5人を含む使節団が大
洗町を訪問します。
　これは、平成20年 8月末に大洗町の中学生が
ニーショーピン市を訪問したことに対する返礼の訪
問で、滞在中、親善交流と日本の風土や文化に対す
る知識と理解を深めるために、学校訪問やホームス
テイ、施設見学などを行います。

Nyköping Oarai

（ 

中
学
生
海
外
派
遣
団
が
現
地
の
高
校
を

訪
問
し
た
と
き
の
様
子
）

　スウェーデンでは子供のころから、第一言語をス
ウェーデン語、第二言語として英語を学びます。町
中で見かけたときは、温かいおもてなしの気持ちで
「Welcome!」「Hey!（スウェーデン語でこんにち
は）」と声をかけてください。
　大洗町滞在期間　
　　　平成22年4月15日（木）～20日（火）

　言わずと知れた「ノーベル賞」発祥の地。多くの発明品を生ん
だ研究開発先進国です。
　主な発明品は、摂氏温度計、卓上電話機、安全マッチ、ファスナー、
自動車の3点シートベルト、コンピュータマウス、心臓ペースメー
カーなど、私たちの生活の中にたくさんありますね。オートバイ
の昼夜常時ライト点灯もスウェーデンから始まったそうです。

（スウェーデンの風景）

問合せ　まちづくり推進課（内線214）

スウェーデン豆知識

スウェーデンから
 中高生が来町します

　

 

一
般
企
業
や
個
人
で
も
農
地
が
借

り
ら
れ
ま
す

　

今
ま
で
は
農
地
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
一
般
の
法
人
（
農
業

生
産
法
人
以
外
）
や
個
人
で
も
、
今

回
の
改
正
に
よ
っ
て
次
の
条
件
が
揃

え
ば
、
借
り
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

一 

、
不
適
正
利
用
し
た
場
合
は
、
契

約
を
解
除
す
る
と
い
う
条
件
付
の

契
約
が
あ
る
こ
と
。

二 

、
地
域
の
農
業
者
と
役
割
分
担
し

た
上
で
、
継
続
的
安
定
的
な
農
業

経
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

三 

、
法
人
の
場
合
、
役
員
の
一
人
以

上
が
農
業
に
常
時
従
事
す
る
こ

と
。

２　

 

農
地
を
相
続
し
た
場
合
、
届
出
が

必
要
に

　

農
地
を
相
続
し
た
場
合
は
、
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

３　

農
地
転
用
規
制
が
厳
格
化

　

違
反
転
用
が
行
わ
れ
た
場
合
、
知

事
等
に
よ
る
行
政
代
執
行
制
度
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
違
反
転
用
に
対

す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

（
罰
則
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た

は
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
﹇
法
人

は
一
億
円
以
下
﹈
で
す
。）

４ 　

農
地
を
適
正
・
効
率
的
に

　
　

　

農
地
の
所
有
者
や
借
主
は
、
農
地

を
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
す
る
責

任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
耕
さ
ず
、
荒
れ
た
ま
ま
放

置
し
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
指

導
や
勧
告
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
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世界初‼世界初‼
高温工学試験研究炉（HTTR）が、高温工学試験研究炉（HTTR）が、
 50日間の高温連続運転を達成！！ 50日間の高温連続運転を達成！！

　

３
月
13
日
（
土
）、
大
洗
町
に

あ
る
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
大
洗
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
の
高
温
工
学
試
験
研
究

炉
（
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
：
定
格
出
力
約

30M
W

）
に
お
い
て
、
世
界
で
初

め
て
の
50
日
間
高
温
連
続
運
転
に

成
功
し
ま
し
た
。

　

高
温
工
学
試
験
研
究
炉
は
、
世

界
最
先
端
の
高
温
ガ
ス
炉
で
す
。

高
温
ガ
ス
炉
は
万
一
の
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
特
別

の
安
全
措
置
を
講

じ
な
く
と
も
、
原

子
炉
出
力
は
低
下

し
、
自
然
放
熱
に

よ
り
炉
心
を
冷
却

し
、
核
分
裂
生
成

物
を
燃
料
内
に
閉

じ
込
め
る
な
ど
固

有
の
安
全
性
に
優

れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
温
の
熱
が

取
り
出
せ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
熱
を

利
用
し
て
水
素
を

製
造
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
低
炭

素
社
会
に
貢
献
出

来
る
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

　

大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
廣
井

所
長
は
、
50
日
間
の
高
温
連
続
運

転
達
成
に
当
た
り
「
今
回
の
運
転

に
よ
り
、
高
温
ガ
ス
炉
の
実
用
化

に
向
け
た
非
常
に
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
思
い
ま
す
。
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
今
後

の
研
究
開
発
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
世
界

一
の
高
温
を
つ
く
り
、
よ
り
安
全

で
よ
り
使
い
や
す
い
原
子
炉
を
目

標
に
、
今
後
も
、
地
元
の
皆
様
の

ご
理
解
、ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、

安
全
を
最
優
先
に
、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
の

運
転
、
試
験
を
着
実
に
積
み
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
一
の
技
術

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

大
洗
町
役
場
の
正
面
外
壁
に

は
、
高
温
ガ
ス
炉
が
地
球
温
暖
化

対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
を
理
解
し

て
頂
く
た
め
の
懸
垂
幕
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
役
場
を
訪

れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

て
将
来
有
望
な
原
子
炉
で
す
。

　

今
回
の
高
温
連
続
運
転
の
達
成

に
よ
り
、
高
温
ガ
ス
炉
の
技
術
基

盤
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
革
新
的

な
熱
化
学
水
素
製
造
法
な
ど
の
熱

源
と
し
て
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
で
き
る
こ
と
を
世
界
で
初
め

て
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
温

ガ
ス
炉
・
水
素
製
造
シ
ス
テ
ム
の

実
用
化
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

50日間の高温連続運転達成（平成22年３月13日）

高温工学試験研究炉（HTTR）の外観（1998年 11月に初臨界）
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情報クリップ情報クリップ情報クリップ
INFORMATION

大洗町役場

☎267-5111

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
５
，
１
０
０
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
保
険
料
は
前
納（
１
年
分
・

半
年
分
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
納
し
た
場
合
、
保
険
料
が
割
引

に
な
り
ま
す
。

※
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振

替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

 

（
内
線
１
５
９
）

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
に
つ
い
て

　

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て

い
る
皆
様
へ　

認
知
症
『
つ

ど
い
』
の
ご
案
内

　
「
つ
ど
い
」
は
認
知
症
の
人
を

か
か
え
る
介
護
者
同
士
が
お
互
い

に
話
し
合
い
、
耳
を
傾
け
合
う
場

で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
つ
ど
い
」

に
参
加
し
て
「
日
頃
の
つ
ら
い
思

い
を
話
し
合
い
、
介
護
に
取
り
組

む
勇
気
が
得
ら
れ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

社
団
法
人
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
会
員

　
「
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
」は
30
年
前
に
結
成
さ
れ
、

全
国
に
約
１
０
，
０
０
０
人
の
会

員
が
お
り
ま
す
。

　
「
会
員
同
士
が
と
も
に
励
ま
し

あ
い
た
す
け
あ
っ
て
、
人
と
し
て

実
り
あ
る
人
生
を
送
る
と
共
に
、

学
生
の
方
に
は
、
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

（
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度

に
該
当
さ
れ
て
い
た
方
で
あ
っ
て

も
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。）

※
平
成
21
年
度
分
の
申
請
が
ま
だ

お
済
み
で
な
い
方
は
、
４
月
末
日

ま
で
受
付
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

 

（
内
線
１
５
９
）

対
象
者
／
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
方
（
介
護
の
あ
り
方
は
問

い
ま
せ
ん
）

【
水
戸
会
場
】

日
時
／
毎
月 

第
２
金
曜
日　

13
時
〜
15
時

場
所
／
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
内

会
議
室

【
つ
く
ば
会
場
】

日
時
／
毎
月 

第
１
金
曜
日　

13
時
〜
15
時

場
所
／
筑
波
記
念
病
院
２
号
棟

２
階
会
議
室

問
合
せ
／
社
団
法
人
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
茨
城
県
支
部

☎
（
８
７
９
）
０
８
０
８

　
（
毎
月
第
１
、３
金
曜
日
）

茨
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課

☎
（
３
０
１
）
３
３
２
６

国
保
・
年
金

福
祉

募　
　

集

く
ら
し
等

電
動
生
ご
み
処
理
容
器

購
入
補
助
金
の
交
付

　

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
電
動
生

ご
み
処
理
容
器
の
購
入
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
者
（
一
般
家
庭

に
つ
き
一
台
限
り
。
町
内
販
売
店

で
購
入
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。）

補
助
金
額
／
購
入
価
格
の
半
額

（
上
限
２
万
円
）

問
合
せ
／
生
活
環
境
課 

生
活
環

境
係
（
内
線
２
４
５
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
希
求
す

る
」
た
め
様
々
な
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
介
護
家

族
の
交
流
会
『
つ
ど
い
』
や
会
報

の
発
行
で
す
。

　

あ
な
た
も
家
族
の
会
の
仲
間
に

な
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
つ
ら
い

介
護
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
合
せ
／
つ
く
ば
市
要
１
１
８
７

-

２
９
９

社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
茨
城
県
支
部

☎
・FA

X

（
８
７
９
）
０
８
０
８

ＧＷのごみ収集日程
月　日 回収する地区／ごみの種類

4月26日 （月）東地区／可燃ごみ
4月27日 （火）西地区／可燃ごみ

4月28日 （水）
東地区／不燃ごみ
西地区／資源回収

4月29日 （木）東地区／可燃ごみ
4月30日 （金）西地区／可燃ごみ
5月1日 （土）休み
5月2日 （日）休み
5月3日 （月）休み（憲法記念日）
5月4日 （火）休み（みどりの日）
5月5日 （水）東地区／資源回収
5月6日 （木）東地区／可燃ごみ
5月7日 （金）西地区／可燃ごみ

※ ４月29日の東地区・可燃ごみ、および５月５日の東
地区・資源回収は休日ですが実施をいたします。
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観
光
地
曳
網

　

参
加
料
は
無
料
で
す
。
ご
家
族

揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
／
５
月
３
日
（
月
）・
４

日
（
火
）
の
２
日
間
※
雨
天
中
止

時
間
／

午
前
の
部 

３
網 

先
着
６
０
０
名

午
後
の
部 

３
網 

先
着
６
０
０
名

場
所
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
（
無
料

駐
車
場
あ
り
）

参
加
料
／
無
料

参
加
方
法
／
当
日
会
場
で
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
頂
き
、
地
曳
網

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
／
（
一
社
）
大
洗
観
光
協

会　

☎
（
２
６
６
）
０
７
８
８

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

補
助
金
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を

防
ぐ
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
ご
家
庭
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

補
助
区
域
／
町
内
全
域
（
下
水
道

事
業
認
可
区
域
又
は
し
尿
処
理
施

設
が
あ
る
区
域
は
除
く
）

対
象
／
専
用
住
宅
（
主
に
居
住
を

目
的
と
し
た
住
宅
）

補
助
基
数
／
25
基
（
予
定
）

申
請
受
付
／
４
月
１
日
〜
12
月
末

高
校
生
会
新
会
員

　

大
洗
町
高
校
生
会
で
は
、
一
緒

に
町
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
く
れ
る
高
校
生
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
洋
上
体
験
学
習
や
子
ど

も
会
の
行
事
で
一
緒
に
活
動
し
た

り
、
近
隣
市
町
村
の
高
校
生
会
と

の
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。
新
一
年

生
の
皆
さ
ん
、
大
洗
町
の
高
校
生

と
し
て
社
会
活
動
に
参
画
し
充
実

し
た
高
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送
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申
込
み
・
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／
生
涯
学
習
課   

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

人槽区分
通常型 高度処理型（N型）高度処理型（NP型）

限度額 限度額 限度額

５人槽 294,000円 664,000円 876,000円

６、７人槽 342,000円 702,000円 1,219,000円

８～10人槽 459,000円 752,000円 1,719,000円

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

 

（
内
線
２
４
３
）

募　
　

集

　新たな地球温暖化対策事業として、環境にやさしい再生可
能エネルギー（太陽光等）を活かした低炭素社会の実現のた
め、下記の内容に当てはまる対象者に補助金を交付・支援い
たします。

　○住宅用太陽光発電システム設置補助
　　対　　象　自ら居住する住宅（店舗等の併用住宅を含む）
　　補助基数　５基（予定）
　　申請受付　４月１日～
　○家庭用燃料電池導入支援補助
　　対　　象　自ら居住する住宅（店舗等の併用住宅を含む）
　　補助基数　３基（予定）
　　申請受付　４月１日～
　　※ 上記内容で、予定基数がなくなり次第申請受付を終了

いたします。

＜補助金額等＞
種　　　　　類 補助金額 内　　　　　容
住宅用太陽光発電
システム設置補助

限度額
　200,000円

最大出力が４kw以内

家庭用燃料電池導
入支援補助

１台につき
　300,000円

燃料電池給湯器の設置

問合せ／生活環境課（内線243、245）

地球温暖化対策のため
補助金制度を新設しました

開催日／７月25日（日）　午前８時から
場所／笠松運動公園内（屋内プールと周辺）
競技／
トライアスロンは、スイム（水泳）→バイ
ク（自転車）→ラン（ランニング）の３種
目を連続して行うスポーツです。
※ スイムは、屋内23メートル（深さ1.1m）、
バイク、ランとも公園内のほぼ平らなコース。
　 初心者歓迎（スイム 23mをビート板で
泳げれば良い）
対象／小学校１年生から６年生まで。
　　　募集人員112名
申込期間／５月１日（土）～６月20日（日）
※先着順
　申込書は、生涯学習課に備えてあります。
問合せ／ 「ジュニアトライアスロン大会」
　　　　事務局　関 根　勇 
　　　　☎（267）2980

2010 ジュニア
トライアスロン大会

in 笠松
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総合健康診査実施のご案内総合健康診査実施のご案内
　40歳以上の方を対象に、特定健診・シルバー健診と併せて、胃がん検診・大腸がん検診が受診
できる総合健診を実施します。予約制となりますので、受診を希望される方は健康増進課までお申
し込み下さい。

○健診内容
総　合　健　診 料　金

特定健診（40歳～74歳）

シルバー健診（75歳以上）
無料

胸部レントゲン（結核・肺がん）検診 無料

胃がん検診（バリウム検査） 500円

大腸がん検診（便潜血反応検査） 300円

肝炎ウィルス検診（血液検査）： 40歳以上の方で今まで肝炎ウィルス検診を受けた
ことがない方 500円

前立腺がん検診（血液検査）：50歳以上の男性 300円

生活習慣病問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、
血液検査、尿検査、心電図、眼底検査、血圧測定、
生活機能評価（65歳以上）

　＜総合健診に追加して実施できるもの＞
追　加　項　目 料　金

肺がん喀痰検査：胸部レントゲン検診を受けた方で、普段痰が多くでる方 500円

胃がん検診（ペプシノゲン検査）：40歳～65歳の方でバリウム検査を行った方 500円

※「生活保護世帯の方」と「65歳以上で障害（１、２級）がある方」は、検診料金が免除になります。

○健診日程
日程 対象者 健診当日受付時間 申込受付開始日

５月23日（日）
（ゆっくら健康館）

40歳以上の男女

＊特定健診は大洗町国保加入者のみ
①午前６時30分～

②午前７時30分～

③午前８時30分～

４月12日（月）
より

＊定員になり次
第、締め切ります

６月９日（水）
（ゆっくら健康館）

40歳以上の男女

＊特定健診は大洗町国保加入者、
社会保険の被扶養者

４月19日（月）
より

＊定員になり次
第、締め切ります

※ ６月９日の特定健診を受診される社会保険の被扶養者の方は、医療保険者（協会けんぽ、共済組
合など）が発行する「特定健康診査受診券」が必要になりますので、事前にご用意いただきます
ようお願いいたします。「特定健康診査受診券申請書」では受診することはできませんのでご注
意下さい。なお、医療保険者によっては、町で実施する健診が受けられない場合もありますので、
ご加入の医療保険者にご確認下さい。

○健診申込先
　健康増進課（ゆっくら館内）

問合せ／健康増進課　　☎266-1010
　　　　国保・年金課　☎267-5111（内線158）
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４月から「児童手当」が「子ども手当」にかわります４月から「児童手当」が「子ども手当」にかわります
「児童手当」と「子ども手当」の違い

児童手当
（平成22年3月まで）

子ども手当
（平成22年4月以降）

所得制限 あり なし
対象年齢 小学校卒業まで 中学校卒業まで
支 給 月 ６月、10月、２月 ６月、10月、２月

対象児童１人当たり
の手当て月額

３歳未満と３人目以降は
10,000円
それ以外は5,000円

一律13,000円

申請について
該当する世帯へ４月中旬に
申請書を送付いたします。
※ 別居されているお子様が
町外にいらっしゃる場合
は、その事実が判らない
ため、申請書類等を送付
できませんので、お手数
ですが個別にお問い合わ
せください。

平成７年４月２日以後に生ま
れた子どもがいますか？

子ども手当はもらえません。

はい

いいえ

申請者は公務員ですか？ 職場にお問合わせください。

いいえ

はい

平成22年３月末まで児童手
当を受給していましたか？

申請が必要です。
４月中旬に申請書を送付します。

はい

いいえ

平成22年４月現在、中学校２
年生または３年生がいますか？

申請は不要です。
児童手当から子ども手当に引
き継ぎます。

はい

いいえ

申請が必要です。
４月中旬に申請書を送付します。

申請に必要なもの
・ 申請者の印鑑及び振込口
座が確認できるもの。

・ 健康保険証（支給対象児
童のもの）

・ 子どもの住民票（町外に
別居している場合のみ）

申請期間
平成22年４月から
 平成22年９月末まで
※ 平成 22 年４月分からの
手当を受給するためには、
平成 22 年９月 30 日ま
でに申請手続きが必要に
なります。また、６月に４、
５月分の手当の支給を受
けるためには、５月 25
日までに申請をいただく
必要があります。

申請窓口・問合せ／福祉課 子育て支援係（内線153）

○対象者
・認定基準に該当する肝臓機能障害のある方
・肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している方

○手続き
・申請書
・ 診断書（身体障害者手帳指定医が作成したも
のに限る）
・写真（縦４㎝×横３㎝）２枚

○認定基準
・ 主として肝臓機能障害の重症度分類である
Child-Pugh分類によって判定します。

・ ３ヶ月以上グレードＣに該当する方が、概ね
身体障害者手帳の交付対象となります。

　※ 但し、診断前の６ヶ月間にアルコールを摂
取している方等は対象とはなりません。

問合せ／福祉課 社会福祉係（内線152）

平成22年４月から肝臓機能障害に
よる身体障害者手帳が交付されます
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　４月１日より難病患者福祉手当の対象疾患が追加とな
りました。申請には茨城県より交付される一般特定疾患
医療受給者証等が必要となりますので、詳しくはお問い
合わせください。

「第39回 笠間つつじまつり」（笠間市）
会　期／４月17日（土）～５月９日（日）
　　　　《夜のつつじまつり》
　　　　５月２日（日）～５月４日（火・祝）
　　　　午後６時～午後９時※入園無料
　　　　 つつじ公園内のライトアップや、演奏会等
会　場／笠間つつじ公園
入園料／大人：500円（高校生以上）
　　　　※中学生以下及び障害者は無料
　　　　※団体割引（20名以上）２割引
問合せ先／笠間市商工観光課　
　　　　　☎0296-77-1101（内線511）

「ひたちなか海浜鉄道株式会社湊線 開業２周年
　記念イベント」（ひたちなか市）
会　期／４月25日（日）雨天決行
場　所／湊線及び沿線
内　容／① 割引切符発売：当日は500円で湊線が

1日乗り放題（小児250円）
　　　　② スタンプラリー：沿線の散策を楽しめ

ます（抽選会あり）
　　　　③ 那珂湊駅構内での特別演奏会：アマチュ

アバンド等による演奏会
　　　　④ 沿線の食めぐり：沿線の名物料理・特

産品などを割引販売
　　　　⑤ 旧車両3連運行：国内現役最古のディー

ゼルカーを含む旧車両を3両連結で運行
問合せ／ひたちなか海浜鉄道㈱　☎212-8023

と な り の ま ち か らと な り の ま ち か ら

●大洗文化センター● ☎266-2442

今　月　の

納　

期

固定資産税（第１期）

納期は４月30日（金）

までです。

町の人口と世帯
（２月末現在）

人　口　　18,313人
　男　　　　9,028人　
　女　　　　9,285人　
世帯数　　6,963世帯
転入　　32人　　転出　41人
出生　　　5人　　死亡　21人

役場窓口時間延長のお知らせ
＜４月中旬～５月上旬＞

　次の日程で住民課・税務課・会計課の業務時間
を午後６時30分まで延長しています。どうぞご
利用下さい。
　　◆4月14日（水）　◆4月21日（水）
　　◆4月28日（水）　◆5月12日（水）
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難病患者福祉手当の対象疾患が追加されます

＜追加、変更された疾患名＞

区分 疾患名

名称変更
・原発性肺高血圧症→肺動脈性肺高血圧症
・ 特発性慢性肺血栓塞栓症（肺高血圧型）→
慢性血栓塞栓性肺高血圧症

新規

・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）
・脊髄性筋萎縮症
・球脊髄性筋萎縮症
・慢性炎症性脱髄性多発神経炎
・肥大型心筋症
・拘束型心筋症
・ミトコンドリア病
・リンパ脈管筋腫症（LAM）
・重症多形滲出性紅斑（急性期）
・黄色靭帯骨化症
・ 間脳下垂体機能障害（PRL分泌異常症、ゴ
ナドトロピン分泌異常症、ADH分泌異常症、
下垂体性TSH分泌異常症、クッシング病、
先端巨大症、下垂体機能低下症）

問合せ／福祉課 社会福祉係（内線１５２）

月 日 曜 催　事　内　容 開始時間 開催場所 入場方法

５ 16 日 茨城民謡コンクール
（茨城県民謡民舞連合会） 9：00 ホール 全　館
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「おめぇげのじっちさん、ばっぱさんの話さ、聞かしてもらえっけ？」「おめぇげのじっちさん、ばっぱさんの話さ、聞かしてもらえっけ？」

～じっちさん、ばっぱさんのお話募集～～じっちさん、ばっぱさんのお話募集～

　大洗海の大学では、町内外の人々にもっと大洗のおもしろさに気づいてい
ただき、共有したいという思いから、町の古老へお話を伺い、ホームページ
などで紹介していきたいと考えています。
　私たちは、以前、「大洗のじっちさんばっぱさん聞き歩き大百科」という
本を製作しました。語り手の中には、「私なんかでいいの？もっと昔のこと
を知っている人はいるよ。」という方が何人もいらっしゃいました。たしか
に「大洗の歴史をよく知っている人といえばこの人」という方はいらっしゃ
いますが、今回の語り手だからこその面白い話がたくさん出てきました。こ
の制作の中での最大の収穫は、大洗の古老すべてに千差万別のストーリーが
ある、どんな方にも語り継ぐべきことはある、ということに気づいたことで
す！！
　そこで、みなさんのご家族、ご近所の「じっちさん」、「ばっぱさん」のお
話を募集します。どんな些細な情報でもかまいません。自薦他薦は問いません。
　また、曲がり松 100 円商店街にも海大は出展していますので、買い物の
ついでに昔話をしに、気軽にお立ち寄りください。
　※聞き歩きの本を閲覧したい方は、どうぞ海大までお越しください。
　　上記に関しての情報、お問い合わせは、下記の連絡先までご一報ください。

「とんぼ玉初心者」　4/14、5/12　　　　　　「旬の魚料理」　4/17、5/19
「貝あわせ」　　　　4/28、5/26、 「磯釣り」　　　4/29、5/29
「磯遊び」　　　　　5/16 「ヨット」　　　5/23
問合わせ　　ＮＰＯ法人大洗海の大学　ＴＥＬ029-266-3322　ＦＡＸ029-267-5417
　　　　　　Ｅ -mail　umi@anco-oarai.org 　ＵＲＬ　http://anco-oarai.org

4・5月の開催案内

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ
４月の予定
◆平成 22年度総会
日時／４月 24日（土）　総会 10:30 ～
場所／大洗文化センター大会議室
※  11:30から総合型地域スポーツクラブによるビデ
オ「地域のために 未来のために」を上映します。

☆　 ３月６（土）、７日（日）の１泊２日、猪苗代
スキー場で「親子スキー」を行いました。

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626  TEL・FAX　267-1515

受付時間　火曜日から土曜日　８：30～17：00

　この度、消防署のポンプ車が老朽化したことに
伴い、最新型の消防ポンプ車を配備しました。こ
の車両は、当町の街並みにマッチした小型で高性
能ポンプを装備し、ポンプ操作もタッチパネルに
より短時間で吸水・放水ができ、水槽付き消防車
への補給と放水を同時に行える車両です。
　この新型車両の配備により、更なる消防力の強
化を図ります。

最新型消防ポンプ車を配備
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まちのできごと　クローズアップまちのできごと　クローズアップ

　３月１日から３月７日の一週間、春季全国火災予防運
動に伴い、女性防火クラブ（磯浜・大貫・夏海）が、寒
風の中それぞれの地域を夜回りしました。
　クラブ員は、拍子木をたたきながら「火の用心。マッ
チ一本火事のもと！」の掛け声で防火を呼び掛けました。

大洗町女性防火クラブ
夜警により「火の用心」を呼び掛けました

　２月22日、茨城県庁において開催され
た、平成21年度県民健康づくり表彰式に
おいて、大洗町食生活改善推進員の高柳美
代子さんが、食育講座の開催など長年の食
生活改善活動が評価され、茨城県知事から
感謝状が授与されました。

健康づくりの普及に貢献
大洗町食生活改善推進員 
高柳さんに感謝状

　２月 14日、中央公民館美術工芸室にて、町
内の大工さんの体験活動ボランティアグループ、
カーペンターズの皆さんのご指導のもと、木工教
室が開催されました。17名の参加者は、見事な
２段の引き出しを作り上げました。また、２月
21日には、町のパティシエの皆さんにより、体
験活動交流センターにて“フルーツクレープ”作
りを楽しみました。どちらの講座も和やかな雰囲
気のなか大成功の仕上がりとなりました。
※ サタモンとは、ボランティア人材バンク「三人
よれば文殊塾」が土日に指導する体験教室です。

サタモン（サタデー文殊塾）で
「マイボックス作り」と
「フルーツクレープ作り」を体験！

マイボックス作りの様子

フルーツクレープ作りの様子
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　３月４日、FCヴェレン大洗主催による、町内
保育施設に通う幼児のキッズスポーツ交流会が、
大洗町総合運動公園体育館において行われまし
た。
　このプロジェクトは、地域による幼児年代から
のサッカーの普及促進を目的に開催するもので、
今回は６つの保育施設、約120名の子ども達が
参加し、子ども達の楽しそうな声が館内いっぱい
に響き渡りました。

キッズフロンティアプロジェクト
「大洗キッズスポーツ交流会」が
開催されました！

　町民の皆さまに原子力事業について理解を深め
ていただこうと、３月13日、原子力発電所施設
見学ツアーが開催されました。
　参加した40名の皆さんは、見学先の福島第一
原子力発電所で、原子力発電の仕組みや安全性を
学び、原子力の知識を深めました。また、帰りに
白水阿弥陀堂を散策するなど、有意義な一日を過
ごしました。

原子力発電所施設見学バスツアー

　豪華客船「ふじ丸」の小笠原クルーズと大洗ワ
ンナイトクルーズが３月７日と12日に行われま
した。
　出港セレモニーでは、大洗高校マーチングバン
ドの演奏が花を添え、多くの方々がペンライトを
片手に「気をつけて行ってらっしゃい」と岸壁に
駆け寄り、心のこもった温かいお見送りとなりま
した。

「ふじ丸」が春の小笠原クルーズと
大洗ワンナイトクルーズへ向けて
入港しました！
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戦
後
の
た
ら
し
屋
は
、
大
洗
町
の
市
街
地
を
中
心
に
、
爆
発
的
に
増
加

し
ま
す
。
磯
浜
町
の
明
神
町
・
一
丁
目
・
二
丁
目
・
仲
町
・
金
沢
町
・
通
町
・

永
町
・
髭
釜
、
大
貫
町
の
寺
釜
・
蔵
前
な
ど
、
市
街
地
の
各
町
内
津
々
浦
々

に
、
店
舗
が
並
び
、
子
供
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
貫
町
の
外

れ
の
角
一
や
夏
海
地
区
で
も
営
業
さ
れ
、
た
ら
し
の
販
売
は
、
大
洗
町
全

域
に
達
し
ま
す
。
時
期
は
重
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
期
間
、
総
数
50
軒
以

上
の
店
舗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

聞
き
取
り
の
結
果
、
こ
の
時
期
の
子
供
は
、
同
じ
小
学
校
に
通
っ
て
い

て
も
、
近
所
の
店
に
通
う
特
徴
が
あ
っ
て
、
人
に
よ
っ
て
通
っ
た
店
が
ま
っ

た
く
異
な
る
と
い
う
面
白
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
大
洗
町
内

に
所
狭
し
と
店
舗
が
あ
っ
た
と
い
う
事
で
し
ょ
う
。

　

味
付
け
は
戦
前
ま
で
の
し
ょ
う
ゆ
に
加
え
ソ
ー
ス
が
加
わ
る
よ
う
で
す

が
、
昔
な
が
ら
の
し
ょ
う

ゆ
味
が
好
ま
れ
ま
し
た
。

具
材
の
種
類
は
、
戦
前
ま

で
の
ネ
ギ
以
外
に
、
ノ
リ

や
フ
シ
な
ど
若
干
増
え
る

も
の
の
、
混
ぜ
る
数
は
１

種
類
を
基
本
と
し
ま
し

た
。
販
売
価
格
は
、
戦
後

の
物
価
の
上
昇
に
応
じ

て
、
５
円
か
ら
20
円
程
度

に
あ
が
り
ま
し
た
。

（
町
生
涯
学
習
課
文
化
振

興
係
）

懐
か
し
の
味
・
た
ら
し　

４　

昭
和
20
〜
40
年
代
の
た
ら
し

「うちのペット自慢」「うちのペット自慢」

自慢のペット写真募集中！自慢のペット写真募集中！
【申込方法】直接又は郵送、電子メールにより
必要事項を記載し、下記までお申込みください。
【必要事項】
①飼い主さんのお名前、住所、連絡先
②ペットの名前、種別、性別、年齢
③紹介コメント（おおよそ５０字以内）
【注意事項】
・写真は１枚のみ
・ 画質、サイズはこちらで調整させていただきます
ので、あらかじめご了承ください。
申込み・問合せ
住　所／〒311-1392
　　　　大洗町磯浜町6881-275
　　　　大洗町役場 町長公室 広報係
TEL／ 029（267）5111（内線212）
E-mail：koushitsu@town.oarai.ibaraki.jp

磯浜町・菅原 一雄さん宅の
（左より）アンズ、ベル、モカ

（パピヨン・女の子・３歳半、ミックス・おじいさん（雄）・19歳、パピヨン・女の子・２歳半）

我が家の元気部隊のメンバーです。隊長のアンズは積極派で
人も犬も大好き。モカは慎重派。優しいベルです。

大川　美
み

波
なみ

ちゃん、銀
ぎん

士
じ

くん（右）

（東光台１区の１ 平成16年11月生まれ、平成21年８月生まれ）
お父さん　忠義さん　お母さん　博世さん
「すてきな きょうだいで いてください 」

原　南
な み か

海花ちゃん、大
ひろ

翔
と

くん（右）

（髭釜11区の１ 平成18年４月生まれ、平成21年９月生まれ）
お父さん　幸司さん　お母さん　真弓さん
「大きくなっても 仲良しでいてね 」

大
洗
町
の
歴
史
を
見
つ
め
て
39

焼き台（提供：三崎屋）
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岸
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隣
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沢
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果
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椿

 

髭
釜　

小
野
瀬　
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よ
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よ
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だ
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石
井　
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ら
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つ
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い

 

磯
小
三　

い
そ
ざ
き　

た
く
み

ゆ
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三　

小
谷　

亮
人

梅
ま
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り
水
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と
し
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ん
と
る

 

磯
小
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川
崎　

綸

ひ
さ
し
か
ら
ば
さ
つ
と
落
ち
る
春
の
雪

 

磯
小
五　

川
崎　

理
子

選
者
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若
き
娘
の
見
せ
合
ひ
笑
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初
み
く
じ

日
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変
る
寒
暖
の
あ
り
春
浅
し

冴
え
返
り
逡

し
ゅ
ん

巡じ
ゅ
んと
し
て
梅
は
ま
だ

園
手
入
し
て
観
梅
の
客
を
待
つ

南
崖
の
紅
梅
開
く
一
分
二
分

 

東
光
台　

田
中　

勝
枝

〔
評
〕
暦
は
二
月
に
替
っ
た
が
、
ま
だ
寒
さ
は
厳
し
い
。
探
梅

の
つ
も
り
で
行
っ
た
公
園
で
あ
っ
た
が
、
紅
梅
が
さ
き
が
け
て

咲
い
て
い
た
。
そ
れ
も
南
側
の
崖
に
二
分
ま
で
と
は
言
え
な
い

僅
か
の
花
で
あ
っ
た
。

病
癒
ゆ
子
よ
り
来
た
り
し
初
電
話

気
兼
ね
な
く
夫
大
声
で
豆
を
撒
く

 
角
一　

鈴
木　

さ
た

〔
評
〕
節
分
の
夜
、
各
神
社
仏
閣
で
は
「
鬼
や
ら
ひ
」
の
豆
ま
き

が
行
な
わ
れ
る
。
以
前
は
何
処
の
家
庭
で
も
、
大
き
な
声
を
上

げ
て
豆
を
撒
い
た
も
の
だ
が
、
近
年
は
あ
ま
り
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
う
い
う
現
状
で
は
あ
る
が
、
当
家
の
主
人
は
、
近

所
に
気
兼
ね
す
る
様
子
も
な
く
、
大
声
で
豆
を
撒
い
た
。
老
い

の
一
徹
か
。

大
祓
の
最
中
に
さ
つ
と
雪
の
風

立
春
の
朝
一
面
の
雪
化
粧

 

髭
釜　

岸
根　

世
司
子

〔
評
〕
節
分
の
翌
日
は
立
春
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
春
に
な
る
と

弾
む
思
い
で
戸
を
繰
る
と
、
表
は
一
面
の
雪
で
あ
っ
た
。
何
か

裏
切
ら
れ
た
よ
う
な
思
い
も
す
る
が
、
ま
た
真
白
な
雪
の
光
景

は
、
心
が
清
め
ら
れ
る
よ
う
な
気
に
も
な
っ
た
。

冬
ざ
る
る
野
に
果
て
の
あ
り
夕
筑
波

淡
雪
や
フ
ェ
リ
ー
の
汽
笛
や
や
遠
し

 

髭
釜　

川
崎　

京
子

今
年
こ
そ
意
気
込
み
強
く
初
句
会

年
の
数
関
り
は
な
く
年
の
豆

 

明
神
町　

小
松
崎　

美
代

おおあらい俳壇 ●加藤宗一選

か
も
め
保
育
園
く
じ
ら
組

か
も
め
保
育
園
く
じ
ら
組

「ねんちょうぐみになりました！～チャレンジのとし～」

ぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリー

はるだね♪ きょうそうだー !!
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アクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たち

　当館は、茨城空港開港と韓国への定期便運
航の記念に釜山アクアリウムと姉妹館となり
ました。その記念に釜山アクアリウムから
やってきたのが、今回紹介するコンビクトブ
レニーです。
　この魚はフィリピン諸島からソロモン諸島
にかけて生息し、日本には棲息していません。
ウナギに似た細長い体形に黄色と黒の模様が
あるのが特徴で、この模様は毒針を持つゴン
ズイに似せて自分の身を守っているという説があります。コンビクトブレニーは成長に
伴い生活スタイルを変えます。幼魚の時は群で泳ぎますが、成魚になると自分で巣穴を
掘りそこで生活します。その巣穴の長さは 10ｍにも達することもあると言われていま
す。
　この魚は当館で初めての展示となり、おもしろ生物No. ４水槽で公開しています。
隠れ家から顔を出し、つぶらな瞳でこちらを見ている様子は愛くるしく来館者を和ませ
ています。そんなコンビクトブレニーたちを是非一度見に来て下さい。
 魚類展示課　齋藤　伸輔

予防接種忘れていませんか？予防接種忘れていませんか？
気づいたら、予防接種を受けそびれていた！なんてことありませんか？

お子さんの母子手帳の予防接種のページを見直してみましょう。

－コンビクトブレニー－

健健康
づく
りコー

ナー

健康
づく
りコー

ナー

お元
気で
すか
？保健師で

す

お元
気で
すか
？保健師で

す

アクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たち

http://www.aquaworld-oarai.com　TEL 029-267-5151

《麻しん風しん》

　「年長児」「中学生１年生」「高校生３年生」は、平
成22年４月１日から平成23年３月31日まで無料
で接種できます。期限を過ぎると、自費接種（接種費
用は約１万円以上）となりますので、必ず期限内にお
早めに受けましょう！

《三種混合》

　3か月以降から接種がはじまり、Ⅰ期の初回接
種３回の後、１年後に追加接種があります。
　追加接種を忘れている方が多いので、確認して
みましょう！

《おたふく風邪・水ぼうそう》

　こちらの二つは任意接種となっていますが、満
２歳～４歳未満のお子さんを対象に一部助成を実
施しています。こちらもぜひ集団生活の前に済ま
せておきましょう♪

対象 接種方法

満１歳～２歳未満のお子さん

医療機関での個別接種
年長児（平成16年４月 2日
～ 17年４月１日生まれ）の
お子さん

今年度中学１年生の方
集団接種（対象の方に
は通知が届きます）

今年度高校３年生に相当する
年齢の方

予防接種に関するお問い合わせ
　健康増進課　☎266-1010
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